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事業No.

１　広報啓発活動

３　教室・教育の充実

令和２年度 三条市安全・安心なまちづくり推進計画実施状況調査票

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅲ　環境づくり

事業No.

Ⅱ　地域づくり

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

３　高齢者・子どもの
安全確保

１ 自主活動の促進

２　防犯力の向上

ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No.

１　学校・通学路・駅
等における安全確保

２　道路・公園等にお
ける安全確保

３　住宅の防犯性向上
と相談体制の整備

資料No.１
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Ⅰ 意識づくり



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-①

・三条警察署と連携を図り、自転車盗難の
多い地区での啓発活動を実施できた。
・自転車盗難多数発生地区における啓発活
動をより重点的に行う必要がある。

三条警察署と連携を図った広報活動を継続し
て行う。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課 自転車鍵かけ運動
６と９のつく日をロックの日として指定
し、ＪＲ駅前等で呼びかけを行う。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・自転車盗難発生件数は、平成26年：143件→
平成27年：104件→平成28年：114件→平成29
年：76件→平成30年：59件→令和元年：44件
と、減少傾向にある。
・自転車盗のうち無施錠率は平成26年：89.5％
→平成27年：76％→平成28年：78％→平成29
年：85.5％→平成30年：76％→令和元年：77％
と、高い割合で推移している。
・交番駐在所ごとに見ると、例年は東三条駅前
交番区と三条駅前交番区だけで５割以上を占め
ることが多かったが、令和元年においては燕三
条駅交番区における盗難発生件数が増加し、こ
の３地区で29件と65％を占める。特に駐輪台数
が多い各駅前での啓発活動が重要である。

警察と連携して、
ロックの日鍵かけ運
動を行い、市民の防
犯意識啓発を高める
ことで自転車窃盗件
数の減少を目指す。
【ロックの日】２回

警察と連携して、ロッ
クの日鍵かけ運動を行
い、市民の防犯意識啓
発を高めることで自転
車窃盗件数の減少を目
指す。
【ロックの日】２回

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）
・９月７日(月)三条駅前及びウオロク東新保店
において、三条警察署主催により、防犯ボラン
ティア等と合同で自転車盗難防止を目的とした
チラシや鍵かけ用品等を配付した。
※例年６月にも行っていたが、新型コロナウイ
ルス予防対策のため６月は警察署のみで実施。

実績なし

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

内訳 内訳 内訳

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

予算額（千円） 決算額（千円）
0 0

1

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-②

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
・三条警察署や市内金融機関と連携を図り
啓発活動を実施できたが、新型コロナウイ
ルス感染予防対策のため、例年より縮小す
る形となった。

三条警察署や市内金融機関と連携を図った啓
発活動を今後も継続して行う。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

・特殊詐欺被害は平成26年：７件(2,360万円)→平
成27年：16件(6,206万円)→平成28年：11件(1,860
万円)→平成29年：14件(1,691万円)→平成30年：６
件(2,300万円)→令和元年：13件（1,080万円）→令
和２年11月末現在：17件（4,636万円）となってお
り、特に、被害額が大幅に増加していることが課題
である。
・被害者の割合を多く占めるのが高齢者であること
から、高齢者が金融機関に出向く年金支給日やスー
パーマーケット等、高齢者の集まりやすい機会に啓
発活動を行っている。
・三条警察署が年金支給日に合わせて、金融機関前
において特殊詐欺被害防止広報活動（毎偶数月15
日）を実施している。

特殊詐欺等被害防止
啓発活動を定期的、
又は被害状況等に応
じて臨機的に行うこ
とで、効率良く市民
の防犯意識啓発を図
る。

特殊詐欺等被害防止啓
発活動を定期的、又は
被害状況等に応じて臨
機的に行うことで、効
率良く市民の防犯意識
啓発を図る。

・９月７日(月)ＪＲ三条駅及び、ウオロク
東新保店において、三条警察署、防犯ボラ
ンティアと合同でロックの日鍵かけ運動と
併せて特殊詐欺被害防止啓発活動を行っ
た。
※例年６月にも行っていたが、新型コロナ
ウィルス予防対策のため６月は警察署のみ
で実施。
・市内金融機関及び公共施設、市民窓口課
等の関係機関等へ啓発チラシの設置を依頼
した。

実績なし

令和２年度 令和３年度

環境課
スーパー等における

街頭啓発活動
スーパー等の街頭で特殊詐欺等の被害防
止啓発活動を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

④　成果目標③　これまでの取組、成果、課題等

2



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-③

事業名 事業内容

環境課
「新潟県特殊詐欺・悪質商法

被害防止の日」の実施

年金支給日において、啓発活動や窓口来
訪者に対する声かけ等を行い、被害防止
に向けた注意喚起を図る。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）

0 0

　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）
・窓口に来課した高齢者へ向けて窓口に啓
発チラシを設置し、注意喚起を行った。
・市内金融機関及び公共施設、市民窓口課
等の関係機関へ啓発チラシの設置を依頼し
た。

・窓口に来課した高齢者へ向けて窓口に啓発
チラシを設置し、注意喚起を行った。
・燕三条ＦＭで、「特殊詐欺被害の防止」と
して、周知と注意喚起を行った。

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
新潟県が平成29年９月に制定して以降、年
金支給日において窓口来課者や公共施設利
用者等に対し注意喚起を行っている。

令和２年度

3

内訳 内訳 内訳

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
・金融機関や、公共施設、関係部署等へ協
力依頼を行い、広く周知することができ
た。

引き続き関係機関や関係部署等へ周知協力依
頼を行い、特殊詐欺等被害防止の広報活動を
広く行う。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課

予算額（千円） 決算額（千円）

令和３年度
特殊詐欺等の最新の手
口を地道に伝えて注意
喚起を図っていくこと
で、市民の防犯意識向
上と被害の防止に努め
る。

特殊詐欺等の最新の手口
を地道に伝えて注意喚起
を図っていくことで、市
民の防犯意識向上と被害
の防止に努める。

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳



Ⅰ　意識づくり

１　広報啓発活動

Ⅰ-1-④

4

予算額（千円） 決算額（千円）
0 0

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

・ホームページのみならず、Twitterによ
る注意喚起を行うことで、若年層向けに情
報発信を行うことができた。(環境課)
・広報紙や市ＨＰの事例を見て、同様のト
ラブルに遭い相談に来た市民も多く、掲載
の効果が現れている。(市民窓口課)

・引き続きホームページ掲載等により呼びか
けを行うとともに、市民が多く集まる場所等
を利用して広報活動も行っていく。(環境課)
・引き続き、相談の多い案件を中心に月１回
広報さんじょう等で「ストップ消費者被害」
を掲載し、消費者被害の未然防止に努める。
(市民窓口課)

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

内訳 内訳 内訳

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

内訳

継続的な記事掲載により、広報さんじょう
や市ＨＰの記事を見てトラブルになる前に
市民なんでも相談室へ相談に来る市民が増
えた。

令和２年度 令和３年度
市ホームページ、広報
さんじょうを活用して
様々な防犯情報等を周
知することで、市民の
防犯意識向上と犯罪被
害防止に努める。

市ホームページ、広報さ
んじょうを活用して様々
な防犯情報等を周知する
ことで、市民の防犯意識
向上と犯罪被害防止に努
める。

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）
・特殊詐欺前兆事案、不審者事案、盗難事件注
意等の防犯情報を市ホームページに掲載したほ
か、Twitterも活用して注意喚起を行った（30
回）。(環境課)
・広報さんじょうに毎月１回「ストップ消費者
被害」として相談事例やその対処法についての
記事を掲載し、同内容を市ＨＰにより周知を
行った。（市民窓口課）
【参考】燕三条ＦＭに毎月１回「気をつけてこ
んな相談ありました」として特殊詐欺等の周知
を行った。(市民窓口課)

・上半期と同様(環境課、市民窓口課)

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課
市民窓口課

広報、ホームページへの掲載
広報さんじょうや市HPに防犯情報を掲載
し、情報提供を行う。

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0

市ホームページにおける注意喚起例



5

市ホームページにおける注意喚起例

広報さんじょう（５月16日号より）抜粋「ストップ消費者被害」



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-①

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

6

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
・各種事案の発生状況等を踏まえ、速やかに
メール配信を行うことができた。また、燕三条
ＦＭにおいてメール登録を呼びかける等、広報
活動により登録促進を図った。(環境課)
・新型コロナウイルスの消費生活相談窓口の情
報提供やトラブル事例を配信し注意喚起を行っ
た。(市民窓口課)
・学校や警察から寄せられる不審者情報につい
ては、市教委から市内全学校に情報を発信して
いる。今後もより速やかに情報提供を行う。
(小中一貫教育推進課)

・引き続き事案の発生状況等を踏まえてメール配
信を行うと共に、市民が多く集まる機会等を利用
してメール登録の広報活動を行っていく。(環境
課)
・引き続き消費生活出前講座等の機会に積極的に
メール配信登録を勧め、配信回数を増やすように
努めたい。(市民窓口課)
・今年度同様、関係機関との連携を図り不審者情
報を速やかに配信する。引き続き、各学校から保
護者へメール配信登録の呼び掛けを行う。(小中
一貫教育推進課)

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

・不審者事案、詐欺被害発生、盗難事件注意等
の防犯情報をメール配信し、注意喚起を行った
（30回）。(環境課)
・新型コロナウイルスに便乗した悪質な消費者
トラブル情報をメール配信し、注意喚起を行っ
た。(市民窓口課)
・不審者事案に関して学校への情報提供を行
い、学校から保護者宛に注意喚起のメール配信
（20件）(小中一貫教育推進課)

・不審者事案、詐欺被害発生等の防犯情報をメー
ル配信し、注意喚起を行った。また、燕三条ＦＭ
で、「特殊詐欺被害の防止」として、メール配信
サービスについて広報した。(環境課)
・消費生活出前講座参加者やセカンドライフ応援
ステーション登録会員（1,100名）にメール配信
のチラシを配布し登録を勧めた。(市民窓口課)
・不審者事案に関して学校への情報提供を行い、
学校から保護者宛に注意喚起のメール配信(小中
一貫教育推進課)

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
メール登録件数は、
「安心・安全情報メール」(環境課)：平成
29年度　7,830件→平成30年度　8,603件→
令和元年度：9,571件→令和２年度：
10,888人（12月９日現在）と登録者は着実
に増加している。
「消費者トラブル情報」(市民窓口課)：令
和元年度：2,782件⇒令和２年度：3,088件
登録件数は増加傾向にある。

不審者情報の配信を通じ
て児童生徒の安全を確保
する。また、犯罪、消費
者被害対策として、速や
かに確実な情報を収集
し、市民に必要な情報を
提供することで犯罪等被
害防止を図る。

不審者情報の配信を通じて
児童生徒の安全を確保す
る。また、犯罪、消費者被
害対策として、速やかに確
実な情報を収集し、市民に
必要な情報を提供すること
で犯罪等被害防止を図る。

環境課
市民窓口課

小中一貫教育推進
課

三 条 市 メ ー ル の 配 信
特殊詐欺情報、不審者情報、消費者トラ
ブル情報等に関する注意喚起のメール配
信を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-②

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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三条商工会議所と連携し、市内事業所へ広
く情報提供を行う予定である。
今後も事業所が防犯力を高めるための情報
提供をできるよう、各種情報収集に努め
る。

引き続き事業所に情報提供を行うとともに、
事業所向けの防犯情報の収集に努める。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

内訳

⑤　予算・決算見込額

予算額（千円） 決算額（千円）

⑥　総合評価
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

令和元年度 令和２年度

⑦　令和３年度取組方針

内訳 内訳
0 0

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

事業No. 担当課 事業名 事業内容

なし 現時点では未実施であるが、例年２月に開催
される新潟県主催の事業所防犯講習会の案内
を市ホームページで周知するとともに、商工
会議所へメールマガジンまたは、ホームペー
ジ掲載により市内各事業者へ周知するよう依
頼する。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
新潟県主催の事業所防犯講習会の周知を
行っている。 事業所の犯罪被害防

止のため、商工会議
所を通して防犯情報
を適宜速やかに提供
する。

事業所の犯罪被害防止
のため、商工会議所を
通して防犯情報を適宜
迅速に提供する。

環境課 事業者への情報提供、意識啓発
事業者の防犯力を向上させるため、商工
会議所などの事業者団体とも連携した中
で意識啓発を行う。

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。



Ⅰ　意識づくり

２　情報発信

Ⅰ-2-③

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
８月に特殊詐欺前兆事案が連日複数回発生
したため、警察署からの依頼により防災無
線による緊急放送を行い、市内全域に注意
を呼び掛けることができた。

特殊詐欺等の犯罪発生状況に応じて、緊急放
送について迅速な判断を行うことができるよ
うに、日頃から警察署及び関係各課と連携を
図る。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

【8/6】市役所職員をかたる特殊詐欺前兆
電話が連日複数回発生したため、防災無線
を活用した緊急放送を実施した。

放送実績無し。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・警察署からの依頼を受け、被害状況や防
災無線放送状況等を考慮した上で、放送を
実施するかどうか環境課が判断している。

特殊詐欺等の犯罪発
生状況に応じて犯罪
被害防止緊急放送に
より市民への注意喚
起を行い、犯罪被害
の拡大を防ぐ。

特殊詐欺等の犯罪発生
状況に応じて犯罪被害
防止緊急放送を行うこ
とで注意喚起を行い、
犯罪被害の拡大を防
ぐ。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課
防災無線を活用した犯罪被害
防止緊急放送

特殊詐欺等の被害が発生するなど、緊急
性を有する場合に防災無線を活用した注
意喚起を行う。
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３　教室・教育の充実

Ⅰ-3-①

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
中学校・義務教育学校後期課程は全学校で
年１回の薬物乱用防止教室が開催されてい
る。

学校の保健指導計画と関連させ、今後も薬物
乱用防止教室の継続的な実施及び啓発活動を
推進していく。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

中学校・義務教育学校後期課程はすべての学校
で年１回の薬物乱用防止教室を開催している。
小学校・義務教育学校前期課程は保健体育また
は学級活動の時間に学習している。２～３学期
に行われる場合が多い。

令和２年度の実施状況については、２月下旬に調
査する予定である。
【H30年度 中9/9校、小14/20校の実施】
【R元年度 中9/9校、小15/20校の実施】

※義務教育学校前期課程は小学校に
　　　〃　　　後期課程は中学校に含み集計

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
中学校・義務教育学校後期課程では年１回
以上の実施が義務付けられており、小学
校・義務教育学校前期課程では保健領域の
時間等に行うことが努力事項となってい
る。

全中学校・義務教育
学校後期課程で実施
する。小学校・義務
教育学校前期課程で
の実施率向上を目指
す。

全中学校・義務教育学
校後期課程で実施す
る。小学校・義務教育
学校前期課程での実施
率向上を目指す。

小中一貫教育推進課薬物乱用防止教室等の特別授業
警察や保健所等の職員による薬物乱用防
止等の特別授業を実施する。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容



Ⅰ　意識づくり

３　教室・教育の充実

Ⅰ-3-②

生徒指導研修会講師謝
礼
40,000円
ネットいじめ講師派遣
200,000円
いじめ防止啓発リーフ
レット56,000円

生徒指導研修会講師謝
礼
11,940円
ネットいじめ講師派遣
47,760円(４か校）
いじめ防止啓発リーフ
レット53,900円

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
今年度は新型ウイルス感染拡大防止のため、講
師を招いての生徒指導研修会やネットトラブル
防止教室の開催が難しかった。
ＳＮＳやゲーム依存などに係わる事案が多いの
で、今後も継続してネットトラブル防止教室を
各学校で実施し、啓発活動を行っていく。

ネットトラブル防止教室の継続的な実施を推
進する。また、各学校の生徒指導担当者の研
修を充実させ、いじめ問題等の未然防止、早
期発見、即時対応を指導していく。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり
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296 113
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
240 2

内訳

三条市生徒指導研修会（中止→資料配付）
三条市学校警察等連絡協議会（中止→資料
配付)
子ども・若者総合サポートシステム問題行
動対応部会実務者会議（９月４日実施）
ネットトラブル防止教室（各学校で実施）

子ども・若者総合サポートシステム問題行動
対応部会実務者会議（１月実施予定）
ネットトラブル防止教室（各学校で実施）

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
いじめや不登校、問題行動等への対応力を
高めるため、各学校の生徒指導担当者の研
修や情報交換の場を設けている。ただし、
今年度は新型ウイルス感染拡大防止のた
め、１学期に予定していた会合は中止とし
た。

三条市生徒指導研修会
１回実施
三条市学校警察等連絡
協議会１回実施
子ども若者・総合サ
ポートシステム問題行
動対応部会２回実施

三条市生徒指導研修会１
回実施
三条市学校警察等連絡協
議会１回実施
子ども若者・総合サポー
トシステム問題行動対応
部会２回実施

小中一貫教育推進課
関係機関と連携した児童・生
徒への指導

関係機関と連携して、いじめや不登校、
問題行動等に関する指導を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

生徒指導研修会講師謝
礼
40,000円
ネットいじめ講師派遣
200,000円

生徒指導研修会講師謝礼
2,720円
ネットいじめ講師派遣
0円
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0 0
内訳 内訳 内訳

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
・警察署と連携し、講話だけでなく特殊詐
欺被害防止啓発用品の配布も検討していく
必要がある。

最新の犯罪手口等について情報を共有するな
ど、警察署と連携を図りながら、効果的な取
組を行う。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

高齢者が集まる機会を
活用して特殊詐欺等被
害防止の講話を行い、
高齢者の防犯意識向上
を図る。

高齢者が集まる機会を活
用して特殊詐欺等被害防
止の講話を行い、高齢者
の防犯意識向上を図る。

中央公民館で行われている「ふるさと映画
村」（申込不要・入場無料の上映会）にお
いて「巧妙化する詐欺手口に備える～だま
されないための五箇条～」を上映し、特殊
詐欺被害防止啓発チラシを配布した。（生
涯学習課、市民窓口課）

11月に高齢者団体の集会に出向き、特殊詐欺
被害防止講話を行った。（市民窓口課）

令和２年度 令和３年度

環境課
高齢者教室と連携した防犯講

話
高齢者教室とタイアップして、特殊詐欺
等被害防止に関する講話を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・中央公民館の高齢者教室の中で、平成26
年度までは環境課が講師を勤めていたもの
を、27年度からは外部講師を招いて消費者
被害等防止についての講話を行っている。
・高齢介護課等、他課からも高齢者の集ま
る機会について情報提供をもらい、注意喚
起を行っていく。

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳



Ⅱ 地域づくり



Ⅱ　地域づくり

１　自主活動の促進

Ⅱ-1-①

12

２～３月頃に、希望自治会、防犯関係団体
へパトロールグッズ斡旋を行う予定。地域
の主体的な防犯活動を推進していく。

今年度同様、防犯協会と連携を図って防犯
パトロールグッズの斡旋を行う。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

内訳 内訳 内訳

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

内訳

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・パトロールの際の必需品であるパトロール用
のベストと誘導棒を、希望自治会に斡旋してい
る。
・毎年数件～十数件の申込みがあり、地域の防
犯活動の支援となっている。
【R01販売実績　申込件数：３自治会、パト
ロール用ベスト：22枚、誘導棒：７本】

予算額（千円） 決算額（千円）
0 0

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

支援を継続的に行っ
ていくことで、地域
の主体的な防犯活動
を後押しする。

支援を継続的に行っ
ていくことで、地域
の主体的な防犯活動
を後押しする。

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）
なし 防犯協会と連携を図り、パトロールグッズ

（パトロール用蛍光ベスト、誘導棒）の購
入補助について自治会へ案内する予定。

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課 防犯パトロールグッズの斡旋
地域の主体的な活動を支援するため、
防犯パトロール用品の購入費用の補助
を行う。
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三条市４月１日人口
98,400人×10円＝
984,000円

三条市４月１日人口
97,813人×10円＝
978,130円

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
防犯協会の各種活動を通して、市民の防犯
意識向上を図った。

今年度同様、人口に応じた負担金を支出す
る。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

984 979
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
971 966

内訳

防犯協会の事業に対して
財政支援を行うことによ
り、市民生活の防犯意識
の底上げに貢献する。

防犯協会の事業に対して
財政支援を行うことによ
り、市民生活の防犯意識
の底上げに貢献する。

学校、地域、金融機関等あらゆ
る市民層の防犯意識の底上げ

学校、地域、金融機関等あらゆ
る市民層の防犯意識の底上げ

令和２年４月１日現在の三条市人口
96,517人×10円＝965,170円
の負担金を支出。

なし

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
三条市人口(４月１日時点)×10円を防犯協
会運営の負担金として支出している。

環境課 防 犯 協 会 負 担 金 三条市防犯協会への財政支援を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
（R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

三条市４月１日人口
（見込み）
97,100人×10円＝
971,000円

三条市４月１日人口
96,517人×10円＝
965,170円
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三条市防犯協会 令和元年度事業計画
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三条市防犯協会 令和元年度事業計画

令和２年度 三条市防犯協会総会資料より



Ⅱ　地域づくり

１　自主活動の促進

Ⅱ-1-③

防犯カメラ設置希望の
自治会等に対して適切
なアドバイスを行い、
設置、運用のサポート
を行う。

防犯カメラ設置希望の
自治会等に対して適切
なアドバイスを行い、
設置、運用のサポート
を行う。

0

事業名 事業内容

相談なし。
【参考】警察署、学校担当者及び市担当者
（小中一貫教育推進課、環境課、建設課）
で小学校通学路の点検を行った際、防犯カ
メラ設置の必要性について協議した。

・２件相談あり。
・三条市防犯協会が実施している防犯カメ
ラ設置費補助事業について、自治会や防犯
関係団体に情報提供し、事業の推進に取り
組んだ。

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標

②　令和２年度実施状況（下半期）

0
内訳

地域からの防犯カメラ設置に関する相談に
応じた。
相談があった際は地域に役立つ情報提供が
できるよう、情報収集に努める。

自治会等からの相談に適切に応じられるよ
うに、防犯カメラに関する情報収集を行
う。
また、自治会の設置実績についても情報収
集に努め、必要に応じて地域へ情報を還元
する。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額

予算額（千円） 決算額（千円）

⑥　総合評価
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

・平成25年度に東三条地域から相談があ
り、当事募集のあった国の補助金制度（商
店街街づくり事業）と市の補助金制度を活
用し、防犯カメラ設置に至った。
・防犯協会事業として、平成29年度から自
治会等が設置する防犯カメラの購入費補助
事業を行っている。

環境課
防犯カメラの設置等に関する支
援

防犯カメラの設置、運用を希望する商
店街、自治会等の相談を受けるととも
に、活用できる補助事業等の情報提供
を行う。

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

令和２年度 令和３年度

令和元年度 令和２年度

⑦　令和３年度取組方針

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

15

事業No. 担当課

①　令和２年度実施状況（上半期）

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳
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Ⅱ　地域づくり

２　防犯力の向上

Ⅱ-2-①

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

17

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
大きな事故が発生しなかったことは、日頃
から行っている見守りパトロールの成果と
考える。今後もPTAや自治会と協力しながら
児童生徒の見守り活動を行っていく。

児童生徒が安全に登下校できるように、PTA
や自治会と協力しながら見守り体制の充実
を図る。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

児童生徒が安全に登下
校できるように、PTA
や自治会と協力しなが
ら見守り体制の充実を
図る。

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）
0 0
内訳

担当課 事業名 事業内容

PTAや自治会など、保護者や地域の協力を得
ながら全学校で見守りパトロールを実施し
た。
クマの出没が確認された地域の学校では、
教職員による見守りパトロールを実施し
た。

PTAや自治会など、保護者や地域の協力を得
ながら全学校で見守りパトロールを実施し
た。
クマの出没が確認された地域の学校では、
教職員による見守りパトロールを実施し
た。

小中一貫教育推進
課 登下校時の見守りパトロール

地域が主体となり、学校等とも連携し
た中で、登下校時の見守りパトロール
を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
PTAや自治会など、保護者、地域に協力を得
ながら全小学校で見守りパトロールを実施
できている。年一回、各学校から「見守り
活動概要報告書」を提出してもらい、登下
校時の見守り活動実施団体の実態把握に努
めている。

児童生徒が安全に登下
校できるように、PTA
や自治会と協力しなが
ら見守り体制の充実を
図る。

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No.

予算額（千円） 決算見込額（千円）



Ⅱ　地域づくり

２　防犯力の向上

Ⅱ-2-②

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

18

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
各学校で子ども110番の家について、児童生
徒・保護者へ周知を行った。

各学校または各学園の「安全マップ」の中
に子ども110番の家を表記するなど、引き続
き、児童生徒・保護者に周知を行ってい
く。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

各学校で子ども110番の家の周知を行った。
・三条地区 670軒
・栄地区　  56軒
・下田地区 128軒
（令和元年度末時点）

各学校で子ども110番の家の周知を行った。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
各学校または各学園で作成、配布している
「安全マップ」に子ども110番の家を掲載
し、児童生徒・保護者への周知を図ってい
る。

子ども110番の家の現
状把握に努め、周知を
図る。

子ども110番の家の現
状把握に努め、周知を
図る。

小中一貫教育推進
課

(環境課)
子 ど も 110 番 の 家

犯罪から子どもを守るため、事業者、
民家を子ども110番の家として指定す
る。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

0 0



Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-①

新型コロナウイルスの感染防止対策として
家庭訪問は行っていない。
※５月に、セカンドライフ応援ステーショ
ン登録者（1,100名）に特例定額給付金に関
する特殊詐欺被害防止チラシを配布。

上半期と同様。
※11月に、セカンドライフ応援ステーショ
ン登録者（1,100名）に特殊詐欺被害防止チ
ラシを配布。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・平成29年度までは毎年春に警察署と合同
で家庭訪問を実施していた。
・交通安全運動期間における家庭訪問は、
年に４回様々な地区で実施するため、特殊
詐欺被害防止啓発の機会としても有効活用
している。

0 0
予算額（千円） 決算見込額（千円）

0 0

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

環境課 高 齢 者 家 庭 訪 問
高齢者家庭訪問を行い、特殊詐欺等の
被害防止を呼びかける。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

市内各地域において従来
の取組を継続することで
高齢者との信頼関係を築
き、特殊詐欺被害防止へ
と繋げる。

市内各地域において従来
の取組を継続することで
高齢者との信頼関係を築
き、特殊詐欺被害防止へ
と繋げる。

目標値：特殊詐欺被害
　　　　前年比減少

目標値：特殊詐欺被害
　　　　前年比減少

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
新型コロナウイルス感染防止のため、家庭
訪問による啓発活動は行わなかったが、セ
カンドライフ応援ステーション登録者向け
にチラシ送付による注意喚起を行った。

家庭訪問だけに限らず、様々な手段により
高齢者に対して特殊詐欺被害防止の呼びか
けを継続的に行う。

19

内訳 内訳 内訳 内訳

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり 〇

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの



Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-②

決算額（千円） 予算額（千円）

  地域包括支援センターが、高齢者からの消費
者被害に関する相談に応じた。（実績５件）
　消費者被害に関する情報を得た場合には、市
民なんでも相談室と情報共有し、市民に対して
啓発を行った。

  地域包括支援センターに消費者被害に関
する相談は少ないが、日常の支援の中で家
庭を訪問したとき等に消費者被害に遭って
いないかなど、目配りをしている。

令和２年度

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

　高齢者が集まる場を通して周知を行って
おり、消費者被害に関する相談を含め地域
包括支援センターが高齢者の総合相談窓口
であることは認識されつつある。

　地域包括支援セン
タ ーが高齢者の権利
擁護相談の窓口であ
ることを市民が理解
し、相談につなが
る。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

108,309 107,999

令和３年度

予算額（千円）

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標

地域包括支援センター
業務委託料

地域包括支援センター
業務委託料

⑥　総合評価

　様々なイベント等で周知を行うなど、高齢者だけ
ではなく介護者となる若い世代にも啓発を行ってき
たことにより、地域包括支援センターが高齢者の総
合相談窓口であることが市民に認知されてきた。し
かし、早期に相談につながらない事例もあることか
ら、引き続き幅広い世代に対して地域包括支援セン
ターの周知が必要である。

　引き続き、あらゆる機会を通じ、高齢者
だけではなく介護者となる若い世代も含め
た様々な世代に地域包括支援センターが高
齢者の総合相談窓口であることを周知して
いく。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課

高齢介護課 高 齢 者 へ の 情 報 提 供
高齢者の相談窓口である地域包括支援セン
ターなどにおいて、防犯チラシを配布する
など、高齢者の防犯意識の啓発を図る。

　地域包括支援セン
タ ーが高齢者の権利
擁護相談の窓口であ
ることを市民が理解
し、相談につなが
る。

内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

事業名 事業内容

決算見込額（千円）
108,496 108,496

内訳
地域包括支援センター
業務委託料

地域包括支援センター
業務委託料

⑦　令和３年度取組方針
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Ⅱ　地域づくり

３　高齢者・子どもの安全確保

Ⅱ-3-③

　見守り活動の取組が
地域で拡大するよう、
地域や支援者に関係団
体が協働で啓発を行
い、日常における見守
り体制の整備を進め
る。

　見守り活動の取組が
拡大するよう、これま
での啓発に加え、集い
の場へ出向いての啓発
を実施し、日常におけ
る見守り体制の整備を
進める。

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

内訳

 　（R2/10/1～R3/3/31）

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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　これまで地域ごとに見守り活動に取り組む必
要があったが、見守り対象者がいれば個別に訪
問員を確保する方法に改めた。地域の見守り体
制の構築が必要なく、事業の利用がしやすいこ
とで新規に18名（令和２年10月末現在112名）
の利用増となった。今後、民生委員等支援者へ
一層事業周知を行い事業理解を進める必要があ
る。

　市が実施主体となって新たに導入した「高齢
者等見守り事業」の取組を拡大していく。
　具体的には、民生委員等支援者から見守りが
必要な人に対する事業利用支援につなげるた
め、事業理解のための啓発を実施する。
　また、地域にある集いの場等、各種機会を捉
えて本事業の啓発を進め、取組の拡大を図って
いく。

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

　これまで社会福祉協議会が実施してきた事業
を見直し、市が実施主体になって新たに「三条
市高齢者等見守り事業」を開始した。民生委員
や介護事業所へ事業の啓発を行い、着実に利用
者が増加している。また、市や支援団体等で自
治会等へ直接本事業の啓発を行っているが、本
事業に対する地域住民の認知は高くないため一
層の周知が必要である。

令和２年度 令和３年度

〇
Ｂ：成果目標
どおり

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0

　高齢者等見守り事業において、地域住民主体の見
守り活動が行われた。
【利用登録者数（９月末現在）】110名
【訪問員数（９月末現在）】57名
【上半期見守り実施回数（４～９月実績）】1,537
回
※事業開始時利用登録者数94名、訪問員数41名

　高齢者等見守り事業において、地域住民主体の見
守り活動を行う。
【利用登録者数（３月末見込み）】115名
【訪問員数（３月末見込み）】64名
【下半期見守り実施回数（10～３月見込み）】
1,980回

高齢介護課 高 齢 者 等 見 守 り 事 業
地域住民などが声かけ訪問員となっ
て、声かけや巡回を行う。

　 （R2/4/1～R2/9/30）
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
迅速なメール配信等により情報共有を行うこと
ができた。
また、Twitterの配信により、若年層向けに情
報発信を行うことができた。

警察署等の関係機関と連携を図り、児童生徒に
危険がある事案については各学校からのメール
配信を通じて迅速に保護者等へ周知、注意喚起
を行い、犯罪被害の防止を徹底していく。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

予算額（千円） 決算額（千円）

警察署等の関係機関と連
携を図り、児童生徒に危
険がある事案については
各学校からのメール配信
を通じて迅速に保護者等
へ周知、注意喚起を行
い、犯罪被害の防止を徹
底する。

警察署等の関係機関と連
携を図り、児童生徒に危
険がある事案については
各学校からのメール配信
を通じて迅速に保護者等
へ周知、注意喚起を行
い、犯罪被害の防止を徹
底する。

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

・関係課、警察署等と連携して情報を得た不審
者情報について、メール配信、ＨＰ掲載及び
Twitterにより周知した（15件）。（環境課）
・不審者情報のメール配信20件（小中一貫教育
推進課）

・関係課、警察署等と連携して情報を得た不審
者情報について、メール配信、ＨＰ掲載及び
Twitterにより周知した（５件）。（環境課）
・不審者情報のメール配信（小中一貫教育推進
課）

令和２年度 令和３年度

環境課
子育て支援課
小中一貫教育推進

課

不 審 者 情 報 の 共 有 化
不審者情報等について、関係機関と情
報を共有し、必要に応じメール配信な
どの対応を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
不審者事案が発生した際、警察署と連携を
図り、各学校からのメール配信を通じて保
護者等への迅速な情報提供に努めている。

　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

②　令和２年度実施状況（下半期）
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Ⅲ　環境づくり

１　学校・通学路・駅等における安全確保

Ⅲ-1-①

、

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

内訳 内訳 内訳

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）

報酬・費用弁償 報酬・費用弁償
内訳

報酬・費用弁償 報酬・費用弁償

○
Ｂ：成果目標
どおり
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　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

子育て支援課
(青少年育成セ

ンター)
青少年指導委員によるパトロール

児童、生徒の非行防止のため、通学路
やJR駅等のパトロールを行う。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
 ・青少年指導委員による計画的な巡回を行い、登
下校時の子どもたちへの積極的な声かけや被害防
止、不審者対策を広報しながらの巡回を実施
 ・市民からの情報及び不審者情報による緊急巡回
の実施や、不審者情報が続いた場合登下校時の巡回
回数を多く設定し実施
 ・青色回転灯積載車にドライブレコーダーを装備
 ・青少年指導委員の資質向上のため研修を実施

　犯罪抑止効果のある青
色回転灯積載車の活用を
図りながら、犯罪被害に
合わないための効果的な
巡回コースの設定や子ど
への安全指導に努める。

　犯罪抑止効果のある
青色回転灯積載車の活
用を図りながら、犯罪
被害に合わないための
効果的な巡回コースの
設定や子どへの安全指
導に努める。

6,676 6,676

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）
青色回転灯積載車及び徒歩による巡回実施回数：
登下校時(通学路)102回
非行防止(薄暮～夜間)94回
(青少年指導員74人)

青色回転灯積載車及び徒歩による巡回実施回数：
登下校時(通学路)89回(見込）
非行防止(薄暮～夜間)97回(見込)

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
6,676 5,072

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

【成果】不審者情報や市民からの情報による巡
回コースの変更・重点的な巡回・巡回箇所の追
加や、青少年指導委員が巡回して得た情報など
を警察署や担当課へ報告するなどの対応に努め
た。また、異なる巡回時間帯やコースでの子ど
もたちの様子が青少年指導委員同士で共有でき
るよう、巡回日誌の閲覧や、定期的（月1回）
に送付する文書に情報を掲載した。

　犯罪抑止効果のある青色回転灯積載車の活用
を図りながら、犯罪被害に合わないための効果
的な巡回コースの設定や積極的に青少年に呼び
かける安全指導に努める。
　また、事件・事故がおきないよう危険箇所の
再確認をする。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの



Ⅲ　環境づくり
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
【成果】巡回時、青色回転灯搭載車で各コース
内の小･中･高等学校周辺を巡視、また同日同時
刻に複数の青色回転灯搭載車で別々のコース設
定や夕方や休日も巡回を設定することにより、
犯罪抑止効果が得られた。
　全青少年指導委員が「三条市メール配信サー
ビス」「新潟県警ひかるくんひかりちゃん安心
メール」に登録し、身近な犯罪や不審者情報を
巡回に活用した。

　犯罪抑止効果を高めるため、学校周辺を巡視
し、引続き積極的に青少年への呼びかけ、継続
的な活動を行う。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

6,676 5,072
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

内訳

予算額（千円） 決算見込額（千円）
6,676 6,676

　夕方・夜間、休日の街頭巡回指導時、学校周
辺を巡視。実施回数：94回

　夕方・夜間、休日の街頭巡回指導時、学校周
辺を巡視。実施回数：97回(見込）

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・市内の学校をほぼ網羅するコース設定をし、
学校周辺を目につく方法で巡回を実施(青色回
転灯搭載車両を使用)
・夜間の継続的な活動のほか、夕方や休日の巡
回を実施
・同日同時刻に複数の青色回転灯搭載車で別々
のコースの巡回を実施

　青色回転灯積載車両を
使用し、目に見える「犯
罪抑止活動」を継続して
実施する。また、巡回
時、各コース内の小･中･
高等学校周辺の継続的な
巡視を行う。

　青色回転灯積載車両を
使用し、目に見える「犯
罪抑止活動」を継続して
実施する。また、巡回
時、各コース内の小･中･
高等学校周辺の継続的な
巡視を行う。

子育て支援課
(青少年育成セ

ンター)
敷 地 内 パ ト ロ ー ル

青少年指導委員が市内の小学校、中学
校及び高等学校の敷地内巡視を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

報酬・費用弁償 報酬・費用弁償 報酬・費用弁償 報酬・費用弁償
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・午前７時３０分～午前９時３０分
・午後３時～午後５時
・午後６時～午後８時 

手段 コース 巡回箇所

一 第一中学校区・三条駅（旧条南小学校区バス利用あり）

二 第二中学校区・東三条駅

三 第三中学校区・北三条駅

四 第四中学校区・保内駅

本 本成寺中学校区・東光寺駅・三条駅

崎 大崎学園区・東三条駅

島 大島中学校区・燕三条駅（冬期間バス利用あり）

栄 栄中学校区・帯織駅・東光寺駅

下①
下田中学校区・(冬期間バス利用あり）
笹岡小・大浦小・森町小

下②
下田中学校区（冬期間バス利用あり）
飯田小・長沢小

登下校時巡回コース
（登下校時の安全確保及び不審者対策）

巡回時間

自
動
車
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・午後４時～午後６時

・午後７時３０分～午後９時３０分
手段 コース 巡回箇所

１A
ものづくり学校館内及び周辺（グラウンド含む）・県央工業高・原信・セブンイレブン東本成寺店／
セブンイレブン西本成寺店・条南あおば公園(旧条南小跡地)・本成寺境内・クスリのアオキ西本成寺店・
広貞公園（夏季のみ）・由利公園

１B
ものづくり学校館内及び周辺（グラウンド含む）・県央工業高・原信・TSUTAYA三条四日町店・嵐南公民館・
セブンイレブン三条南四日町店・憩パーク嵐南・日吉神社・嵐南小・三条駅(跨線橋・駐輪場含む）・三条
駅前交番・サカイボウル・ソレイユ（夕方のみ）・クスリのアオキ南四日町店

2

一ノ木戸小(児童クラブ含む）・二中・セブンイレブン林町店・三条東公民館・クスリのアオキ興野店
セブンイレブン林町一丁目店・ビデオ１・リサイクルショップV・GEO
一ノ木戸ポプラ公園(旧一ノ木戸小跡地）・クスリのコダマ東三条店・東三条駅北口・駐輪場・東三条駅前交
番・東三条アンダートンネル・東三条駅南口(駐輪場含む）

３A

北三条駅（駐輪場・公衆トイレ含む）ステージえんがわ・八幡公園・ローソン本町店・五ノ町交番・体育文化
会館デイリーヤマザキ西裏館店・クスリのアオキ荒町店・ブックオフ・セブンイレブン北三条駅入口店・
まねきねこ三条本町店(旧育成センターに車を停め、徒歩で移動）・本寺小路付近（夜間のみ＊乗車のま
ま）

３B
知遊堂・上林小・三中・イオン三条店（ゲームコーナー夜間なし）・ウエルシア新潟三条店・
セブンイレブン西裏館店・裏館小・クスリのアオキ三条北店・ローソン三条旭町二丁目店・
ファミリア(パルム内夜間なし）

4
セブンイレブン塚野目店・プレイラウンジα＋１・三条東高・
ファミリーマート三条鶴田店・柳川緑地公園・旭小・塚野目野球場・井栗小・四中・ウエルシア三条保内店・
セブンイレブン上保内店・みずほ緑地東屋・保内駅・保内小・保内公園・庭園の郷 保内

5
嵐南跨線橋地下道・月岡小・セブンイレブン月岡店・市民球場・槻の森運動公園・西鱈田小・
本成寺中・ローソン西中店・ローソン三条新保店・ウエルシア三条新保店・ウオロク東新保店・
ファミリーマート三条新保店・ツルハドラッグ三条東新保店・東光寺駅・駐輪場

6

サンファーム・リオンドール大崎店・TSUTAYA三条大崎店・セブンイレブン北入蔵店・
三条東高・大崎学園・大崎山公園・ファミリーマート中新店・セブンイレブン中新店・
中山神社・渡瀬橋河川敷（夏季のみ）・三条商・石動宮(三条商近く）・東三条駅南口・
東三条アンダートンネル・東三条駅北口・駐輪場・東三条駅前交番

７A

須頃小・ヤマダ電機・自遊空間・燕三条駅・三条側～コメリ側弥彦線アンダー通路・
ファミリーマート燕井土巻店・地場産業振興センター屋外トイレ・
イオン県央店（ゲームコーナー午後8時閉店）・カラオケマイム燕三条店･タイトーステーション燕三条店・
イオンシネマ県央店・蔦谷書店県央店・ブックマーケットエーツー

７B

セブンイレブン燕三条駅前店・まねきねこ燕三条店・コメリ書房三条店（午後8時閉店）・
デイリーヤマザキインター店・蔦谷書店燕三条店・
ファミリーマート燕三条店・セブンイレブン下須頃店・おもしろ館・大島中・
ファミリーマート三条代官島店・大島小･輪中の里公園

8

セブンイレブン中越栄今井店・栄北小・鬼木公園・鬼木新田公園・栄スマートインター駐車場・
ファミリーマート千把野店・セブンイレブン中越栄善久寺店・セブンイレブン三条新堀店・
栄中央小・栄中・東光寺駅・駐輪場・帯織駅・駐輪場・大面小・セブンイレブン中越栄北潟店・
しらさぎ森林公園

9

ひめさゆりパーク（有害図書自動販売機）・大浦小・セブンイレブン三条滝谷店・
ホームセンタームサシ下田店・下田交番・下田公民館・長沢小・下田体育館・下田中・
下田大橋河川公園・ウエルネス下田・飯田小・笹岡小・笹岡公園・道の駅・漢学の里・
大浦小・森町小・いい湯らてい

10
白ポスト(三条駅・北三条駅・東三条駅・燕三条駅・旧青少年育成センター前)駅構内も巡回
移動中、コンビニ・ゲームセンター等も巡回してください。

自
動
車

夕方・夜間巡回コース
(非行の未然防止対策）

巡回時間

(

自
動
車
可

)

徒
　
　
歩
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　学校帰りの道草、薄暗くなっても公園や店舗内で遊んでいる場合の早めの帰宅誘導や、
　店舗等に子ども（小学生以下）だけでいる場合の同伴者の確認やお金の使い方等への
　注意喚起等(＊ルール違反ではないもの）

　自転車二人乗り・無灯火・傘さし運転・スマホを使用しながらの運転・信号無視・
  並進・歩道の走行等

　青少年にふさわしくないお金の無駄遣い・高額な買い物等

　お酒を提供している飲食店への出入りや理由もなく盛り場をうろついている等

　午後９時以降の子ども同士の外出・たむろしているなど

　酒類飲用・またはその目的で携行

　喫煙・またはその目的で携行

　ゲームセンター・ゲームコーナーでのルール違反、パチンコ遊び※１
　16歳未満午後６時以降立入禁止(ただし、保護者同伴に限り午後10時まで）
　18歳未満午後10時以降立入禁止  ※２

　16歳未満午後６時以降立入禁止(ただし、保護者同伴に限り午後10時まで）
　18歳未満午後10時以降立入禁止  ※２

　子どもだけでの川での水遊び・子どもだけでの花火遊び・路上での
　ローラースケートやボール遊び・エアガン遊び等

　薬物（シンナーを含む）の使用・またはその目的で携行

　正当な理由がなく学校へ行かず、駅周辺や店舗等で見かけた場合の注意等

　上記に含まれないもの

　ごみ拾い・ボランティア活動等

　「おはよう」「こんにちは」「気を付けて帰りましょう」や部活動帰りの言葉掛け・
　励ましなど、問題行動のない子どもたちへの声かけ

ゲーム遊び

カラオケ

危険な行動・遊び
迷惑行為

薬物乱用

【指導行為等分類表】

◎注意喚起　（非行の未然防止や犯罪被害にあわないための呼びかけ）

道交法違反

金銭濫費

盛り場徘徊

夜遊び

怠　学

声かけ

【参考】

※１風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律

（禁止行為）

　都道府県は、少年の健全な育成に障害を及ぼす行為を防止するため必要があるときは、条例により、第二条第一項第五号の営業を営む者が午前六時

後午後十時前の時間において十八歳未満の者を営業所に客として立ち入らせることを禁止し、又は当該営業を営む風俗営業者が当該時間において十八

歳未満の者を営業所に客として立ち入らせることについて、保護者の同伴を求めなければならないものとすることその他必要な制限を定めることができる。

※２新潟県風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例

（風俗営業者の遵守事項)

　第7条　風俗営業者(法第2条第2項に規定する風俗営業者をいう。以下同じ。)は、次に掲げる事項を守らなければならない。

　3　法第2条第1項第5号の営業を営む風俗営業者は、第1項に規定するもののほか、午後6時後午後10時前の時間において16歳未満の者を営業所に

客として立ち入らせるときは、保護者(少年法(昭和23年法律第168号)第2条第2項に規定する保護者をいう。)の同伴を求めなければならない。

◎善行等（積極的に青少年に呼びかけ、褒めたり励ましたりしましょう）

善い行為

挨    拶

◎指　　導　（触法・虞犯行為への指導等）

その他

飲　酒

喫　煙



28

年間巡回計画

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

回数 15 16 15 16 17 17 17 13 9 10 17 162

人数 40 42 40 42 44 44 44 35 27 30 44 432

回数 11 11 11 13 12 12 13 16 17 2 2 12 132

人数 33 33 33 39 36 36 39 48 51 6 6 36 396

回数 26 27 26 29 12 29 30 33 30 11 12 29 294

人数 73 75 73 81 36 80 83 92 86 33 36 80 828

回数 1 1 1 1 4

人数 74 74 74 74 296

回数 2 2 4

人数 6 6 12

回数 8 8

人数 19 19

回数 3 3

人数 12 12

回数 14 47 61

人数 42 141 183

回数 4 4

人数 12 12

回数 3 3

人数 12 12

回数 1 2 3

人数 9 42 51

回数 1 1

人数 74 74

回数 1 1 2

人数 5 5 10

回数 4 4

人数 12 12

回数 27 38 27 45 65 31 31 39 31 12 12 33 391

人数 147 106 147 206 231 86 157 110 91 38 36 166 1,521

夏休み

お取越

C

D

GW

三条まつり

巡回合計

特
別
巡
回
他

花
火

巡
回

環
境
浄
化
他

G

見守り
非行防止

緊急時他

F

H

【巡回活動】

列車内

夏まつり

実態調査

見守り
登下校

非行防止A

定
期
巡
回

小計

E

立入調査

一日補導の日

地区
巡回

B
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Ⅲ　環境づくり

１　学校・通学路・駅等における安全確保

Ⅲ-1-③

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

30

　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
パトロール体制を維持できた。 業務により外出する機会を有効活用して職

員に積極的にパトロールを実施してもらえ
るよう呼びかけていく。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
26 26

内訳

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

職員へパトロール実施の協力依頼を行っ
た。

講習会の実施予定はないが、パトロールで
きる体制は維持している。
【パトロール実施回数　１回】

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・毎年10月に行われる「新潟県安全で安心
なまちづくり旬間」を強化期間とし、青色
回転パトロールを行っていた。
・職員が青色回転灯パトロールを実施しや
すいよう、呼びかけを行っていく。
・青色回転灯２台を購入して庁内の関係課
へ配布し、パトロールを推進した。

青色回転灯パトロールの
実施可能な体制を維持し
ながら、職員がパトロー
ルに取り組みやすい仕組
みを整える。

青色回転灯パトロールの
実施可能な体制を維持し
ながら、強化期間の設定
等により職員に積極的に
パトロールを実施しても
らう。

0 0

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針

消耗品費
青色回転灯
（２台）

消耗品費
青色回転灯　25,355
（２台）

環境課
市 職 員 に よ る
青 色 回 転 灯 パ ト ロ ー ル

市内で青色回転灯実施者講習会を開催
し、受講職員によるパトロールを実施
する。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）



Ⅲ　環境づくり

１　学校・通学路・駅等における安全確保

Ⅲ-1-④

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

小中一貫教育推進
課

（環境課、建設
課）

三 条 市 通 学 路 安 全 推 進 会 議
学校、自治会、PTA、警察、市等で標記
会議を開催し、学校通学路等の危険箇
所の改善を関係機関へ要望する。

①　令和２年度実施状況（上半期）

31

内訳 内訳

予算額（千円） 決算見込額（千円）
0 0
内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）
0

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

④　成果目標
・各学校がＰＴＡや自治会と連携して通学
路の危険箇所を洗い出し、毎年５月に改善
要望書を提出している。それを基に、関係
機関と通学路安全推進会議を開催し、具体
的な取組について協議している。（小中一
貫教育推進課）

令和２年度 令和３年度
・通学路危険箇所の改善
要望について、具体的な
協議を進める。（小中一
貫教育推進課）
・改善要望箇所の検討と
改善を進める。（環境

・通学路危険箇所の改善
要望について、具体的な
協議を進める。（小中一
貫教育推進課）
・改善要望箇所の検討と
改善を進める。（環境

内訳

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
通学路危険箇所の改善要望においては、警察や
関係各課と協議し、対応可・対応不可に分けら
れる。改善が見込まれない箇所についても、引
き続き、日頃からの安全指導を確実に行うよう
各学校に連絡した。（小中一貫教育推進課）

各学校からの改善要望については、毎年、
同じ箇所で同じ内容の要望があり、過去に
対応不可と回答している場合、改めてその
ことを明確に学校に伝える。また、危険箇
所においては、防犯上の視点も含めた協議
を引き続き行っていく。（小中一貫教育推
進課）

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

0

②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）
６月26日に通学路安全推進会議を実施し
た。各学校及び自治会から提出された55箇
所の改善要望について協議した。また、７
月３日に関係各課と該当箇所の合同点検を
実施した。（小中一貫教育推進課）

通学路安全推進会議であがった危険箇所の
改善について、関係各課と進捗状況の確認
を行った。（小中一貫教育推進課）

③　これまでの取組、成果、課題等



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-①

工事請負費　3,500 工事請負費　3,488

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

32

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
おおむね要望に応えられた。 地域の要望に応えることを目標とする。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

3,500 3,488
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
10,000 10,000

内訳

地域からの要望に応
えられるよう、早期
設置を目指す。

地域からの要望に応
えられるよう、早期
設置を目指す。

50灯 50灯

なし 50灯の防犯灯、街灯の整備予定有り。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・地域からの要望に応じて、防犯灯、街灯
を設置している。(参考：令和元年度72灯
設置)

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

建設課 防 犯 灯 、 街 灯 の 整 備
市道における一定の照度を確保するた
め、防犯灯、街灯の整備を行う。

工事請負費　10,000 工事請負費　10,000



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-②

施設修繕料　　15,700
樹木等管理委託料
　　　　　　　12,790
指定管理料　　13,791
その他水道光熱費、施
設管理費等

施設修繕料　 　7,983
樹木等管理委託料
　　　　　　　15,509
指定管理料　　13,791
その他水道光熱費、施
設管理費等

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

33

樹木維持管理についてはこれまで通り計画
的に実施していきたい。
照明や防犯に関連する施設の修繕や整備に
ついても、状況を把握しながら継続して実
施していきたい。

　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
樹木維持管理については計画通り実施できた
が、施設修繕については、雪害により樹木伐採
等による支出が多かったことで、計画通りに実
施できなかった。今後も継続して実施していき
たい。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針

施設修繕料　　12,000
樹木等管理委託料
　　　　　　　14,436
指定管理料　　13,791
その他水道光熱費、施
設管理費等

施設修繕料　　12,000
樹木等管理委託料
　　　　　　　14,436
指定管理料　　13,791
その他水道光熱費、施
設管理費等

市で管理する公園の樹木等の伐採、剪定及
び除草を実施した。

公園の樹木等伐採、剪定、除草について計
画通り実施できた。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・樹木等については、業務委託をして計画
的に管理をしている。
・照明については、故障しているものがあ
り、修繕等の改善処置の予定を立ててい
る。

82,883 72,018

建設課 公 園 の 整 備
市で管理する公園について、街灯の整
備や雑草の除去等、死角を作らないな
ど、防犯上必要な管理を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

予算額（千円） 決算見込額（千円）
79,878 79,878

内訳

適時、適切で計画的
な管理を徹底する。

適時、適切で計画的
な管理を徹底する。



Ⅲ　環境づくり

２　道路・公園等における安全確保

Ⅲ-2-③

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
定期的な駐輪場整理とあわせて、放置自転
車の撤去を行うことができた。

今後も定期的な駐輪場整理と放置自転車の
調査、撤去等を行い、駐輪場を適切に管理
する。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

8,045 7,512
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 決算見込額（千円）
7,184 7,184

内訳

・市管理の駐輪場(市内５駅)については、シルバー
人材センター及び東光寺駅協力会に依頼し、駐輪場
の整理を行っている。
・前年度の放置自転車調査により、引取りのない自
転車149台の撤去を行い、駐車場の整備に努めた。
また、今年度についても放置自転車調査を行い、放
置自転車と見られるものについては警察署へ所有者
照会を行った。
・警察署からの放置自転車所有者照会の回答を受
け、所有者へ引取り依頼の文書を送達。

自転車の引取り依頼文書に対する照会への
対応。引取りのない放置自転車について
は、来年度撤去予定。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
・シルバー人材センター及び東光寺的協力
会に業務委託をし、定期的に駐輪場の整理
を行っている。
・年に１回程度、放置自転車の調査、撤去
を行っている。

・定期的な駐輪場整
理、放置自転車調査
等を通して駐輪場の
管理を適切に行い、
自転車盗難等の犯罪
被害を未然に防ぐ。

・定期的な駐輪場整
理、放置自転車調査
等を通して駐輪場の
管理を適切に行い、
自転車盗難等の犯罪
被害を未然に防ぐ。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

環境課
自動車駐車場及び自転車駐車
場の管理

市で管理する自動車駐車場及び自転車
駐車場において、定期的に照明設備の
点検や放置自転車等の確認等を行う。

・施設管理業務委託料
　　　　　　 　1,205
・東三条駅前駐車場使
用料収納事務委託料
　　　　　　 　1,452
・施設修繕料 　　418
　　　　　　　　　等

・施設管理業務委託料
　　　　　　 　1,205
・東三条駅前駐車場使
用料収納事務委託料
　　　　　　 　1,452
・施設修繕料 　　418
　　　　　　　　　等

・施設管理業務委託料
　　　　　　　1,282
・施設修繕料　　136
　
　　　　　　　　等

・施設管理業務委託料
　　　　　　　2,899
・施設修繕料　　130
　
　　　　　　　　等
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83 6
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

文書、電話、面談等による助言・指導
助言・指導件数：42件

文書、電話、面談等による助言・指導
助言・指導件数：3件（※11/18までに把握
した物件）
・12/17　降雪期前の空家適正管理を促す依
頼文の送付（98件）

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
【これまでの取組】
・所有者等に対する適正管理の助言・指導
・空家実態調査
【成果】
・把握済み特定空家225件中128件改善
【課題】
・未改善97件への継続指導
・内、相続放棄案件8件への対応（時間を
要し、改善が見込めないケースが多い）

令和２年度 令和３年度

深刻な状況にある特定空家：4件（11.18時点）

環境課 空 家 等 の 適 正 管 理
条例に基づき、所有者等に対し適正な
措置を講ずるよう、助言、指導を行
う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

　未改善の特定空家所有者等に対して、今
後も改善が見られるまで粘り強く助言・指
導を行う。
　また、特定空家の発生を防ぐために、空
家の所有者等を対象に空家相談会を開催し
て、解体・修繕や管理委託を推進するため
の企画を検討する。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

35

・空家等審議会委員報酬
            40,000円
・費用弁償　14,000円
・普通旅費　24,000円
・消耗品費　 5,000円

予算額（千円） 決算見込額（千円）
83 31

内訳
・空家等審議会委員報酬
            40,000円
・費用弁償　14,000円
・普通旅費　25,000円
・消耗品費　 4,000円

・空家等審議会委員報酬
　　　　　 20,000円
・費用弁償　6,900円
・普通旅費　　　0円
・消耗品費　4,000円

・空家等審議会委員報酬
                 0円
・費用弁償     　0円
・普通旅費     　0円
・消耗品費　 4,073円

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
　特定空家所有者等に対して助言・指導を
行ってきた結果、一定の成果（改善）が見
られたものの、依然として未改善の特定空
家が多く存在する。

　未改善の特定空家
（76件）所有者等に
対して、改善が見ら
れるまで継続的に助
言・指導を行う。

　未改善の特定空家
（97件）所有者等に
対して、改善が見ら
れるまで継続的に助
言・指導を行う。
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
防犯対策のチラシについて、市役所三条庁
舎に併せて、栄・下田各サービスセンター
等への設置も検討していく。

0 0
内訳 内訳 内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度

0 0

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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必要に応じ設置箇所の増加を検討するな
ど、多くの市民の方の目につくように努め
る。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

様々な市民層が訪れ
る市役所という場所
を活用し、効果的な
情報提供に努める。

様々な市民層が訪れ
る市役所という場所
を活用し、効果的な
情報提供に努める。

令和２年度
予算額（千円） 決算額（千円）

・防犯対策のチラシや悪質な訪問販売を防
止するためのステッカー等を窓口に設置
し、来庁者への情報提供に努めた。
・ロックの日鍵かけ運動の時に、住宅等の
防犯対策チラシを併せて配付し、注意を呼
びかけた。

防犯対策のチラシや悪質な訪問販売を防止
するためのステッカー等を窓口に設置し、
来庁者への情報提供に努めた。

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
防犯対策チラシの窓口設置を継続的に行う
ことができた。

予算額（千円） 決算見込額（千円）

　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

環境課 住宅等の防犯対策チラシの設置
住宅等の防犯対策チラシを窓口に設置
する。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

内訳
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内訳

⑤　予算・決算見込額
令和元年度 令和２年度

予算額（千円） 決算額（千円）

37

市民相談事業費861
消費者保護事業費101

市民相談事業費827
消費者保護事業費99

962 926
内訳 内訳

市民窓口課 市 民 な ん で も 相 談

⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
消費生活出前講座や他の講座へ参加し市民
なんでも相談室のPRカードを配布したこと
で、新規の相談者が増えた。

引き続き、関係機関と連携を図りながら、
市民の様々な心配ごとや悩みごとの相談を
受け付ける。また、悪質商法や特殊詐欺の
被害防止の啓発に取り組むとともに、積極
的に相談窓口の周知も行う。

○
Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの

Ｂ：成果目標
どおり

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの

相談の対応とあわせて、広報さんじょうや
消費者トラブル情報のメール配信、燕三条
ＦＭ、消費生活出前講座等で、相談窓口に
ついて周知に努めている。

【市民相談件数】279件
家庭、高齢福祉、住環境、財産など

【消費生活相談件数】135件
・ワンクリック請求、架空請求、商品役務契約
時トラブル、多重債務など

（見込み）
【市民相談件数】329件
家族、高齢福祉、財産、離婚、住環境など

【消費生活相談件数】138件
ワンクリック請求、架空請求、商品役務契約時
トラブル、多重債務など

令和２年度 令和３年度
　相談者が、安心して
相談できるように確か
な情報を収集し、トラ
ブルが解決するよう努
める。

　相談者が、安心して
相談できるように庁内
や関係機関と連携を図
り、トラブルが解決す
るよう努める。

日常の心配ごとや悩みごとに関する相
談を始め、悪質商法や特殊詐欺などの
相談、情報提供を行う。

①　令和２年度実施状況（上半期） ②　令和２年度実施状況（下半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

予算額（千円） 決算見込額（千円）
1,009 391

内訳
市民相談事業費911
消費者保護事業費98

市民相談事業費299
消費者保護事業費92
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962 926
決算額（千円）

【市民相談】
警察への相談を勧めた：5件

【消費生活相談】
警察への相談を勧めた：6件

（見込み）
【市民相談】
警察への相談を勧めた：5件

【消費生活相談】
警察への相談を勧めた：0件

令和２年度 令和３年度
③　これまでの取組、成果、課題等 ④　成果目標
詐欺、暴力、迷惑行為、トラブルなど警察
署が窓口になっているものについて、警察
署へ相談するよう促している。また、警察
から市への相談を勧められるケースも見ら
れる。

　関係部署との連携
を推し進め、的確な
相談が行えるよう努
める。

　関係部署との連携
を推し進め、的確な
相談が行えるよう努
める。

予算額（千円） 決算見込額（千円）
1,009 391

令和元年度 令和２年度
予算額（千円）

市民窓口課 相 談 体 制 の 整 備
警察署に設置されている相談室との連
携を図り、相談内容別の専門相談機関
を紹介する。

①　令和２年度実施状況（上半期）
　 （R2/4/1～R2/9/30）  　（R2/10/1～R3/3/31）

　ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No. 担当課 事業名 事業内容

市民相談事業費861
消費者保護事業費101

市民相談事業費827
消費者保護事業費99

Ｃ：成果目標
に達しなかっ
たもの
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⑥　総合評価 ⑦　令和３年度取組方針
　（成果、反省点） 　（取組方法・改善点等）
警察から市へ相談を勧められるケースが増
えたが、対応できない内容もあったので、
相談室の役割を再認識してもらう必要があ
る。

引き続き警察への相談が必要と思われるケース
は積極的に案内する。また、市民なんでも相談
室で行っている消費生活相談の斡旋状況や成果
について、警察（交番、駐在所）へ情報提供す
るとともに、消費生活相談については、市民な
んでも相談室への相談を勧めてもらうよう依頼
したい。

Ａ：成果目標
以上の成果に
達したもの ○

Ｂ：成果目標
どおり

内訳 内訳 内訳

②　令和２年度実施状況（下半期）

⑤　予算・決算見込額

内訳
市民相談事業費911
消費者保護事業費98

市民相談事業費299
消費者保護事業費92



【評価項目】

事業名 Ｐ A B C

Ⅰ-1-① 自転車鍵かけ運動 1 ○

Ⅰ-1-② スーパーにおける街頭啓発活動 2 ○

Ⅰ-1-③
「新潟県特殊詐欺・悪質商法被害防止の日」の実
施

3 ○

Ⅰ-1-④ 広報、ホームページへの掲載 4－5 ○

Ⅰ-2-① 三条市メールの配信 6 ○

Ⅰ-2-② 事業者への情報提供、意識啓発 7 ○

Ⅰ-2-③ 防災無線を活用した犯罪被害防止緊急放送 8 ○

Ⅰ-3-① 薬物乱用防止教室等の特別授業 9 ○

Ⅰ-3-② 関係機関と連携した児童・生徒への指導 10 ○

Ⅰ-3-③ 高齢者教室と連携した防犯講話 11 ○

事業名 Ｐ A B C

Ⅱ-1-① 防犯パトロールグッズの斡旋 12 ○

Ⅱ-1-② 防犯協会負担金 13-14 ○

Ⅱ-1-③ 防犯カメラの設置等に関する支援 15-16 ○

Ⅱ-2-① 登下校時の見守りパトロール 17 ○

Ⅱ-2-② 子ども110番の家 18 ○

Ⅱ-3-① 高齢者家庭訪問 19 ○

Ⅱ-3-② 高齢者への情報提供 20 ○

Ⅱ-3-③ 高齢者等見守り事業 21 ○

Ⅱ-3-④ 不審者情報の共有化 22 ○

事業名 Ｐ A B C

Ⅲ-1-① 青少年指導委員によるパトロール 23 ○

Ⅲ-1-② 敷地内パトロール 24-29 ○

Ⅲ-1-③ 市職員による青色回転灯パトロール 30 ○

Ⅲ-1-④ 三条市通学路安全推進会議 31 ○

Ⅲ-2-① 防犯灯、街灯の整備 32 ○

Ⅲ-2-② 公園の整備 33 ○

Ⅲ-2-③ 自転車駐車場及び自転車駐車場の管理 34 ○

Ⅲ-2-④ 空家等の適正管理 35 ○

Ⅲ-3-① 住宅等の防犯対策チラシの設置 36 ○

Ⅲ-3-② 市民なんでも相談 37-38 ○

Ⅲ-3-③ 相談体制の整備 39 ○

三条市安全・安心なまちづくり推進計画実施状況調査票　評価まとめ

　A…成果目標以上の成果に達成したもの　　　B…成果目標どおり　　　C…成果目標に達成しなかったもの

評価

Ⅰ　意識づくり

　　市民一人一人の防犯意識を高めるため、広報啓発活動等の事業を実施する。

事業No.

１　広報啓発活動

２　情報発信

３　教室・教育の充実

Ⅱ　地域づくり

　　犯罪の芽を摘む最も身近な監視役である地域の自主活動の促進等を図る。

事業No.

１ 自主活動の促進

評価

評価

２　防犯力の向上

３　住宅の防犯性向上
と相談体制の整備

３　高齢者・子どもの
安全確保

ハード、ソフトの両面から、犯罪が起こりにくいまちづくりのための環境整備を進め、安全確保を図る。

事業No.

１　学校・通学路・駅
等における安全確保

２　道路・公園等にお
ける安全確保


